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令
和
元
年
度 

商
工
連
通
常
総
会
を
開
催

挨拶を述べる森竹会長

　『
国
内
の
経
済
は
、
各
種
政
策

の
効
果
も
あ
っ
て
、
緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
い
て
い
る
が
、
地
方

の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
は
、

政
策
に
よ
る
波
及
効
果
が
現
れ
ず

に
至
っ
て
お
ら
ず
、
依
然
厳
し
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
本
会
で
は
、
昨
年
度
、「
中
小
・

小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
に

向
け
た
支
援
の
強
化
」、「
商
工
会

の
支
援
機
能
の
拡
充
と
組
織
強

化
」、「
地
域
経
済
の
活
性
化
の
推

進
」の
三
つ
の
基
本
指
針
を
掲
げ
、

重
点
項
目
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
引
き
続
き
、
経
営
支

援
策
の
拡
充
、会
員
支
援
の
徹
底
、

組
織
の
機
能
向
上
に
取
り
組
み
、

よ
り
一
層「
頼
り
に
な
る
商
工
会
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
会
と
し
ま
し
て
も
、
商
工
会

発
足
時
の
理
念
に
立
ち
返
り
、
常

に
「
会
員
の
た
め
の
商
工
会
」
を

念
頭
に
置
き
、
徹
底
し
た
伴
走
型

支
援
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

に
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

会
員
数
の
維
持
や
新
規
加
入
の
推

進
、
安
定
運
営
の
た
め
の
財
源
の

確
保
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
課
題

を
抱
え
な
が
ら
の
厳
し
い
状
況
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
商
工
会
と

商
工
会
連
合
会
が
よ
り
連
携
を
深

め
、
会
員
支
援
と
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。』

と
述
べ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
第
１
号
議
案
か
ら
第

６
号
議
案
が
審
議
さ
れ
、
平
成
30

　

５
月
29
日
、
大
分
県
中
小
企
業
会
館
で
、
令
和
元
年
度
大
分

県
商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
広

瀬
勝
貞
大
分
県
知
事
、
麻
生
栄
作
大
分
県
議
会
議
長
、
細
川
英

樹
日
本
政
策
金
融
公
庫
大
分
支
店
長
、
髙
濱
航
商
工
観
光
労
働

部
長
、
渡
辺
文
雄
商
工
観
光
労
働
企
画
課
長
が
来
賓
と
し
て
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
森
竹
治
一
商
工
連
会
長
が
次
の
よ
う
に
挨
拶

を
し
ま
し
た
。

年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
な

ど
が
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
第
６
号
議
案

で
は
、
日
田
地
区
商
工
会
の
小
田

前
会
長
、
姫
島
村
商
工
会
の
花
田

前
会
長
、
県
青
年
部
連
合
会
の
大

内
前
会
長
、
商
工
会
連
合
会
壮
青

年
部
の
坂
本
前
部
長
ご
退
任
に
伴

う
役
員
の
補
欠
選
任
が
上
程
さ

れ
、
日
田
地
区
商
工
会
の
矢
野
会

長
、姫
島
村
商
工
会
の
浜
田
会
長
、

県
青
年
部
連
合
会
の
市
原
会
長
、

商
工
会
連
合
会
壮
青
年
部
の
片
桐

部
長
が
理
事
と
し
て
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

　
総
会
の
開
会
に
先
立
っ
て
、
優

良
役
員
表
彰
と
商
工
貯
蓄
共
済
及

び
会
員
福
祉
共
済
事
業
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
優
良
役
員
表
彰
で
は
、
次
の
16

名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
宇
佐
両
院
商
工
会
４
名
）

　�

三
原 

健
一
郎
、
櫛
野 

正
治
、

塚
﨑 

清
彦
、
安
部 

二
美
子

（
西
国
東
商
工
会
４
名
）

　�

後
藤 

龍
太
郎
、
渕 

秀
幸
、

　
坂
本 

修
一
、
近
藤 

哲
也

（
国
東
市
商
工
会
１
名
）

　
桜
井 

章

（
杵
築
市
商
工
会
１
名
）

　
田
邉 
敬

（
玖
珠
町
商
工
会
４
名
）

　�

後
藤 

喜
美
男
、
淺
田 

健
治
、

幸
田 

隆
之
、
秋
好
　
且
記

（
豊
後
大
野
市
商
工
会
１
名
）

　
羽
田
野 

利
勝

（
佐
伯
市
番
匠
商
工
会
１
名
）

　
三
原 

眞
喜
夫

※
敬
称
略

　
商
工
貯
蓄
共
済
及
び
会
員
福
祉

共
済
事
業
表
彰
で
は
、
優
良
団
体

表
彰
に
貯
蓄
共
済
部
門
５
商
工

会
、
福
祉
共
済
部
門
は
７
商
工

会
、
優
良
加
入
者
表
彰
に
13
商
工

会
64
名
、
そ
し
て
優
良
役
職
員
表

彰
の
貯
蓄
共
済
部
門
５
商
工
会
15

名
、
福
祉
共
済
部
門
は
７
商
工
会

11
名
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

（
優
良
団
体
表
彰
の
部
　
貯
蓄
共

済
部
門
）

　�

宇
佐
両
院
商
工
会
、
杵
築
市
商

工
会
、
日
田
地
区
商
工
会
、
野

津
原
町
商
工
会
、
佐
伯
市
番
匠

商
工
会

（
優
良
団
体
表
彰
の
部
　
福
祉
共

済
部
門
）

　�

日
田
地
区
商
工
会
、
玖
珠
町
商

工
会
、
九
重
町
商
工
会
、
由
布

市
商
工
会
、野
津
原
町
商
工
会
、

佐
伯
市
番
匠
商
工
会
　
佐
伯
市

あ
ま
べ
商
工
会

挨拶を述べる広瀬知事

議長を務めた真砂会長（杵築市）
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役  職 氏    名 所　　属

会 長 市原　　豪 佐 伯 市 番 匠

副 会 長

日野　義文 由 布 市

髙柳　東洋 豊 後 大 野 市

山本　誠二 中 津 市 し も げ

理 事

佐藤　　司 宇 佐 両 院

太貫　元樹 西 国 東

明石　篤史 姫 島 村

岡本　浩明 杵 築 市

岡山　栄蔵 日 出 町

藤原　　亮 日 田 地 区

安部　政児 九 重 町

田浦　一功 野 津 原 町

佐藤俊一郎 九 州 ア ル プ ス

衞藤　　勲 豊 後 大 野 市

広瀬　　晃 野 津 町

吉見正二郎 佐 伯 市 番 匠

山田　仁志 佐 伯 市 あ ま べ

監 事
和田　圭介 国 東 市

永松啓太郎 玖 珠 町

役  職 氏    名 所　　属

部 長 片桐　健二 日 田 地 区

副 部 長
生島　雄作 豊 後 大 野 市

吉住　信也 玖 珠 町

理 事

岡田 マリコ 国 東 市

衞藤  隆彰 豊 後 大 野 市

林田　茂男 国 東 市

豊岡　健太 日 出 町

監 事
三浦　　孝 豊 後 大 野 市

寺岡　英喜 国 東 市

大分県商工会青年部連合会 新役員名簿

大分県商工会連合会壮青年部 新役員名簿

　
５
月
８
日
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
で
、
令
和
元

年
度
大
分
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
大
内
直
樹
会
長
）

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
今
冨
正
幸
氏
（
国
東
市
商
工
会
青
年
部
）
が

議
長
と
な
り
「
平
成
30
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決

算
書
の
承
認
に
つ
い
て
」「
令
和
元
年
度
会
費
の
賦
課
な
ら

び
に
納
入
方
法
の
決
定
に
つ
い
て
」「
令
和
元
年
度
事
業
計

画
な
ら
び
に
収
支
予
算
書
の
決
定
に
つ
い
て
」
の
各
議
案

が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で
は
、
19
人
の
役
員
が
選

任
さ
れ
、
県
青
連
会
長
に
は
市
原
豪
氏
（
佐
伯
市
番
匠
商

工
会
）
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
①
経
営
者
・
後
継
者
と
し
て
の
資
質

向
上
、
②
組
織
強
化
対
策
事
業
の
推
進
、
③
地
方
創
生
・

地
域
活
性
化
の
推
進
と
い
う
３
つ
の
重
点
事
業
と
共
に
、

令
和
元
年
度

大
分
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
通
常
総
会

大
分
県
商
工
会
連
合
会
壮
青
年
部

通
常
総
会
・
研
修
会

　
４
月
23
日
、
大
分
県
中
小
企
業
会
館
で
大
分
県

商
工
会
連
合
会
壮
青
年
部
（
坂
本
光
広
部
長
）
が

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
の
事

業
、
収
支
決
算
、
令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
、
収

支
予
算
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
・

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で
は
、
再
選
を
含

む
９
人
の
役
員
が
選
任
さ
れ
、
壮
青
年
部
長
に
は

片
桐
健
二
氏
（
日
田
地
区
商
工
会
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
総
会
同
日
に
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
は
、
こ
う

の
経
営
人
事
事
務
所 

所
長 

河
野
直
幸
氏
に
よ
り
、

「
助
成
金
・
補
助
金
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
小
規
模
事
業
者
の
各
種
施
策
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
い
た
だ
き
、
受

講
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
各
地
域
の
特
徴
を
活
か

し
た
「
地
方
創
生
プ
ラ
ン
」
を
策
定
・
実
施
す
る
次
世
代

地
域
活
性
化
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

商
工
会
青
年
部
長
等
研
修
会

　
県
青
連
通
常
総
会
終
了
後
、
引
き
続
き
同
会
場
に
て
商

工
会
青
年
部
長
等
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
青
年
部
長
ら
54

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
九
州
地
区
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
会
長
の

田
中
裕
一
郎
氏
を
お
招
き
し
、「
事
業
承
継
～
人
を
育
て
る

重
要
性
～
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
自

身
が
先
代
の
急
逝
に
よ
り
経
験
し
た
事
業
承
継
の
話
を
も

と
に
、
事
業
承
継
の
準
備
か
ら
組
織
づ
く
り
ま
で
経
営
に

関
す
る
幅
広
い
内
容
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
事
業
承
継
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
う
意
識

づ
け
と
な
る
充
実
し
た
意
義
深
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

敬称略

敬称略

挨拶を述べる市原新会長

商工連だより
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６
月
２
日
、
別
府
市
の
ス
ギ
ノ
イ
ボ

ウ
ル
で
商
工
会
女
性
部
親
善
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
県
内
か
ら
３
０
０
人
を
超
え
る
女
性

部
員
・
関
係
者
が
参
加
し
、
日
頃
の
ス

ト
レ
ス
発
散
も
兼
ね
て
、
力
い
っ
ぱ
い

プ
レ
イ
し
ま
し
た
。
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス

ペ
ア
が
出
る
た
び
に
歓
喜
に
沸
き
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
回
は
来

賓
に
、
全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
の

末
武
会
長
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
参
加

者
一
人
ひ
と
り
と
握
手
を
さ
れ
、
記
念

写
真
を
撮
る
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　
結
果
は
団
体
の
部
優
勝
に
県
南
地
区
、

個
人
の
部
は
、
ス
コ
ア
１
３
８
の
好
成

績
で
見
事
、
柳
生
典
子
さ
ん
（
豊
後
大

野
市
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
初
め

て
の
試
み
の

出
店
販
売
で

は
、
す
ぐ
に

完
売
す
る
商

品
が
で
る
な

ど
、
大
い
に

賑
わ
い
ま
し

た
。

　
４
月
26
日
、
大
分
県
中
小
企
業
会
館
で
、
令
和
元
年
度
大
分
県
女

性
部
連
合
会
（
後
藤
政
子
会
長
）
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
野

津
町
商
工
会
女
性
部
の
森
尾
由
子
部
長
が
議
長
と
な
り
議
事
を
進
行

し
、
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、
令
和
元
年
度
の
事
業

計
画
、
収
支
予
算
な
ど
３
つ
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通

り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で
は
、
再
選
を
含
む
17
人
の
役
員
が

選
任
さ
れ
、
県
女
性
連
会
長
に
は
後
藤
政
子
（
佐
伯
市
番
匠
）
氏
が

再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
終
了
後
の
女
性
部
長
等
研
修
会
で
は
、
矢
野
大
和
氏

を
お
招
き
し
、「
笑
っ
て
元
気
～
お
も
て
な
し
の
心
～
」
と
題
し
て
、

言
葉
の
大
切
さ
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
中
は
終
始

笑
い
声
が
絶
え
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
事
で
地
域
や
部
員
同

士
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
、
お
も
て

な
し
の
こ
こ
ろ
に
も
つ
な
が
る
と
し

た
内
容
で
、
実
り
あ
る
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

県
女
性
連
通
常
総
会
及
び
女
性
部
長
等
研
修
会

役  職 氏    名 所　　　属

会 長 後藤　政子 佐 伯 市 番 匠

副 会 長
髙倉セツ子 由 布 市

山下　和子 杵 築 市

理 事

河野　孝子 中津市しもげ

安部二美子 宇 佐 両 院

島崎真衣子 姫 島 村

西田　文代 国 東 市

河野　貞子 日 出 町

宇都宮靖子 日 田 地 区

梅木ひとみ 九 重 町

河野　由利 野 津 原 町

森脇　久代 九州アルプス

衞藤加代子 豊 後 大 野 市

竹田　由加 野 津 町

中島　豊美 佐伯市あまべ

監 事
成重　紀子 宇 佐 両 院

後藤　朝子 玖 珠 町

成　績

団体賞 個　人　賞

優 勝 県 南 地 区 柳生　典子（豊後大野市）

準 優 勝 県 央 地 区 守口　美香（中津市しもげ）

３ 位 県北Ａ地区 工藤　康子（玖　珠　町）

当日賞（62位） 森　久美子（豊後大野市）

Ｂ Ｂ 賞 佐藤　貴代（日　出　町）

商
工
会
女
性
部

親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

敬称略

大分県商工会女性部連合会 新役員名簿

講師の矢野大和氏

末武会長と記念撮影
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代表者である父親から息子への親族内承継

円滑な承継のために課題を抽出し、最善の方法を模索

経　

緯

取
組
み
内
容

効　
　

果

父親から息子への計画的承継、円滑な事業承継が実現
・代表者である父親（61歳）から後継者である息子（34歳）に承継する時期が決定した。

・承継時にかかる贈与税、消費税の対応方法が明確となり、事業者の不安解消に繋がり、経営者になる自覚、

事業拡大へ覚醒し、新たな顧客開拓に踏み出した。

・大手企業ができないニッチなＤＩＹ市場に向けての新商品開発のきっかけが生まれた。

加工所の全
景と後継者

＜軽減税率対応レジの導入等支援＞
　対　象　者：軽減税率に対応して区分経理等を行う必要がある

中小の小売事業者等
　　　　　　　※旅館・ホテル・料亭等も広く対象になります。
　補　助　率：原則３／４
　　　　　　　※３万円未満のレジ購入の場合４／５補助
　補 助 上 限：１台あたり20万円、券売機20万円
　　　　　　　※商品マスタの設定等が必要な場合にはプラス

20万円で上限40万円
　　　　　　　※１事業者あたり上限200万円
　完 了 期 限：令和元年9月30日まで
　お問合せ先：軽減税率対策補助金事務局
　　　　　　　☎ 0120-398-111（通話料無料）

軽減税率対応レジの導入・改修の支援について
◇今使っているレジが複数税率に対応しているかレジメーカー等に確認してください。
◇令和元年９月30日までに導入・改修、支払いを完了し、令和元年12月16日までに補助金の申請
が必要です。

消費税の軽減税率制度開始と
レジ補助金期限が迫ってきました !!
レジや受発注システムを導入・改修する方への国の補助制度があります

事業承継の支援 ～支援事例（事業引継ぎ支援センター・プッシュ型）～

・日田ゴトウ木材加工所は日田市のウッドコンビナートに立地し、製材業を

営んでいたが、売上減少に伴い大手が対応できないＤＩＹ向けの工作材製

造へシフトしていた。

・代表者である父親が２年前に病に倒れた。

・事業専従者として10年以上の経験がある長男が承継を決意し、承継の時

期・方法について、事業引継ぎ支援センターへ相談。

・商工会経営指導員と事前ヒアリングを行い、経営上の課題、承継上の問題点を抽出。

・承継時に懸念される贈与税、消費税等の対応のため専門家（税理士）とヒアリングを実施。

・事業承継の流れを明確とするための事業承継計画書の策定支援を行った。

➎
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●トキハ

●大分市役所

●NTT ●

庁
県
分
大

●

局
便
郵
央
中
分
大

●

店
本
行
銀
分
大

●

●

大分城址公園

大分恒和ビル
7階

大分合同
新聞社

産雇センター
〒870-0021  大分市府内町３-４-20  大分恒和ビル７階
TEL097-538-0512　FAX097-540-5420

大分事務所　（略称：産雇センター）
ご利用時間　９：00～17：15（土、日、祝日を除く）

検 索検 索産業雇用

最新情報はインターネットでどうぞ
http://www.sangyokoyo.or.jp/

企業間の

次のような時、当センターへご連絡・ご相談下さい。担当者が訪問致します。

当センターは、厚生労働大臣から在職者についての無料職業紹介事業の許可を受けています。ご利用についての費用は無料です。

□ 人材を送り出したいとき（出向・移籍）
　 事業の縮小、合理化などでやむなく人員削減をせざるを得ないとき

□ 人材を受け入れたいとき（求人）
　 事業の拡大・欠員補充などで必要な人材を採用したいとき

人事担当の皆様へ

出向・移籍をサポートします!出向・移籍をサポートします!出向・移籍をサポートします!

　大分県と公益財団法人大分県産業創造機構では、「県内産業の活性化」と「ベンチャー企業の創出」
を図るため、17回目の「大分県ビジネスプラングランプリ」を開催します。
　新しいアイデアや成長性のあるプランを応援します。新規性・成長性・実現性などを「ベンチャー
目利き委員会」が評価・審査し、優秀なプランに補助金を交付します。
　今年度は、従来の「グランプリ枠」に加えて「チャレンジ枠」を新たに創設。「チャレンジ枠」は、
斬新なビジネスプランの実現に向けた第一歩を応援するものです。申請書の記載項目を簡素化してお
り、グランプリ枠とは別枠での募集、審査となります。１者当たりの補
助上限は50万円程度で、次年度以降のグランプリ枠への挑戦が可能です。
創業を考えている方、創業間もない方、若者、女性など多くの方の応募
をお待ちしています!!

・募 集 期 間：令和元年６月３日（月）～令和元年８月19日（月）
・補助金総額：＜グランプリ枠＞　２，０００万円（見込）
　　　　　　　＜チャレンジ枠＞　　　２５０万円（見込）
・ホームページ：http://www.yukichi.jp
・問 合 せ 先：公益財団法人大分県産業創造機構　経営支援課
　　　　　　　〒870-0037　大分市東春日町17番20号
　　　　　　　TEL：097-537-9111　FAX：097-534-4320

第17回大分県ビジネスプラングランプリのご案内第17回大分県ビジネスプラングランプリのご案内

お知らせ

➏



お知らせ

➐



今村農園
所在地：大分県杵築市大字守江1014-25
電　話：0978-63-8503
ＦＡＸ：0978-63-8503
Ｈ　Ｐ：http://kiwaminoaji.jp/

facebook↑▲代表の今村耕治さん（右）と奥さん（左）
▲天女の鏝絵

　
今
村
農
園
は
先
代
か
ら
農
業
を
続
け
て
お
り
、
平
成
18
年
に
事
業
承
継

し
家
族
を
中
心
に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
こ
こ
ろ
づ
く
し
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
太
陽
の
光
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
た
、

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
、
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
み
か
ん
を
、
心
を
込

め
て
お
客
様
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
主
力
商
品
は
商
標
登
録
を
し
て
い
る
『
蔵
姫
』
と
『
お
ひ
さ
ま
き
ら
り
ん
』

で
す
。

　『
蔵
姫
』（
紅
甘
夏
）
は
、
全
国
的
に
も
生
産
量
が
非
常
に
少
な
い
品
種

で
あ
り
、
収
穫
後
一
果
ず
つ
丁
寧
に
手
作
業
で
ポ
リ
袋
に
入
れ
、
熟
成
を

見
守
る
天
女
を
鏝
絵
（
こ
て
え
）
で
描
い
た
専
用
の
貯
蔵
庫
に
て
約
４
か

月
間
熟
成
さ
せ
、
さ
わ
や
か
な
酸
味
と
甘
み
が
調
和
す
る
み
か
ん
で
す
。

　『
お
ひ
さ
ま
き
ら
り
ん
』（
あ
ま
く
さ
）
は
温
州
み
か
ん
と
清
美
（
き
よ
み
）

タ
ン
ゴ
ー
ル
、
さ
ら
に
オ
レ
ン
ジ
を
あ
わ
せ
た
貴
賓
あ
る
香
り
の
和
製
オ

レ
ン
ジ
で
す
。
温
州
み
か
ん
と
比
べ
る
と
重
さ
は
約
３
倍
で
、
ず
っ
し
り

と
大
き
い
分
果
汁
が
多
く
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
甘
さ
が
特
徴
で
す
。

　
口
コ
ミ
を
中
心
に
認
知
度
が
徐
々
に
高
ま
り
、
県
内
外
に
多
く
の
リ
ピ
ー

タ
ー
を
持
つ
人
気
商
品
で
す
。

　
今
回
、
多
く
の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、『
蔵
姫
』『
お
ひ
さ

ま
き
ら
り
ん
』
を
贅
沢
に
使
用
し
た
生
搾
り
ジ
ュ
ー
ス
を
開
発
し
ま
し
た
。

杵
築
市
の
ブ
ラ
ン
ド
認
定
も
受
け
、
既
存
の
お
客
様
、
新
規
の
お
客
様
へ

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ご
注
文
は
お
電
話
に
て
承
っ
て
お
り
ま
す
。
我
が
子
の
よ
う
に
心
を
つ

く
し
て
育
て
た
『
極
の
味
』
を
是
非
ご
賞
味
下
さ
い
。

○
「
蔵
姫　

生
搾
り
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
」

　

蔵
姫(
紅
甘
夏)

を
12
月
に
収
穫
、
そ
の
後
約
４
か
月
間
専
用
の
貯

蔵
庫
で
熟
成
さ
せ
、
皮
の
苦
み
や
ア
ク
が
入
ら
な
い
よ
う
優
し
く
搾
っ

た
爽
や
か
な
酸
味
の
あ
る
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
。

販
売
価
格
：
１
，
４
０
０
円
（
税
込
）

○
「
お
ひ
さ
ま
き
ら
り
ん　

生
搾
り
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
」

　

果
汁
が
豊
富
な
お
ひ
さ
ま
き
ら
り
ん
（
あ
ま
く
さ
）
を
濃
紅
の
状
態

に
な
る
樹
上
完
熟
で
収
穫
し
、
さ
ら
に
約
50
日
間
熟
成
。
ま
ろ
や
か
な

味
と
オ
レ
ン
ジ
の
香
り
の
よ
さ
が
特
徴
で
す
。

販
売
価
格
：
１
，
４
０
０
円
（
税
込
）

－○ 杵築市 ○－７
月
号
V
o
l.3
0
3

今
村
農
園
の
生
搾
り
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス『
蔵
姫
』『
お
ひ
さ
ま
き
ら
り
ん
』

～
熟
成
さ
せ
た
み
か
ん
の
果
実
の
お
い
し
い
部
分
の
み
を
優
し
く
搾
っ
た
生
搾
り
ジ
ュ
ー
ス
～

令
和
元
年
七
月
一
日 

発
行
／
発
行
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分
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商
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分
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目
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四
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